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　日本僑報社刊行した主な書籍
『中国のインターネットにおける対日言論分析』
『日中「新思考」とは何か』
『中日関係に対する戦略的新思考』
『「対日新思考」論議の批判的検討』
『中国人特派員が書いた日本』
『永遠の隣人-- 人民日報に見る日本人』
『日中相互理解とメディアの役割』
『日中ホンネで大討論！』
『中国人の見た日本』
『日本華僑華人社会の変遷』
『中国人の日本奮闘記』
『中国の「対日新思考」は実現できるか』
『私が出会った日本兵』
『つくる会の歴史教科書を斬る』
『新中国に貢献した日本人たち』
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　耿　碩宇（こう　せきう）

　1955 年中国河南省の農村に生まれる。1987 年まで農民として（農業

技術員・農業機械師）田畑を耕しながら文学に励んだ。1987 年北京人

文函授大学卒業。1988 年より襄城県機械廠にて農用機械製造に従事。

1991 年来日。2000 年桃山学院大学修士課程修了、文学修士の学位を取

得。現在、甲南大学博士後期課程に在学中。

　主要論文　「父が語った花岡事件」（墨面訳、『花岡鉱泥の底から』第

7集、中国人強制連行を考える会、1966年6月)、「花岡事件と戦後日本」

（『社会文化研究』第3号・社会文化学会・2000年 2月)、「中国における

親族呼称と親族観念」（『甲南大学紀要』文学編、社会科学特集、2003年

度、131号)、「中原農民にとっての『城』と『寨』」（『甲南大学紀要』文

学編、社会科学特集、2004 年度、136 号)。


